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人それぞれの自由。そして選択の自由には「自己責任がともないますよ」 、 「その自由や責任 重み 耐える能力も必要ですよ」なんてことも、こ 答申の文章には含まれています。「創造的人材」 の必要性
このような考え方が出てきた背景には、 「創造的な人材」が求
められるようになった いう社会の変化があります。八十年代後半は、いわゆるバブル経済の時代であり、日本が経済大国化した時期です。明治以降からつづく 追いつき型近代」からの転換がはかられ、情報化社会、グローバル社会へ 対応の必要性が語られはじめた時期でした。 「知 大競争時代」の幕開けでもあり、知識や情報 対人サービスが市場経済の中心を構成するようになります。そのような社会において「知」をいかにうまく生みだし 活用する人材を育成するの が、臨教審では課題として認識されていました。
技術革新がめざましく、 膨大な情報量が飛びかう社会では、 か
つての技術や手法はすぐに古びてしまいます。個別に対応した専門知識や技能は役にたた くなる 、学歴や資格は有能な人材の指標たりえないという危機感が、経済界などには強く存在していました。政治的な意味でも経済的な意味 も、従来の教育方針で育つ人間では不充分だという認識 わきおこってきたわけです。もちろん、現在もその延長線上にあります
これは豊かな社会になった結果ともいえ す。高度経済成長
期には、人びとは大量生産された安く 均一的 商品で満足できていました。しかし、 この時代に日本 消費構造は変化 みんなとおなじものではなく 「私に適した商品」 、 「私に適したサービス」 、そしてそれを選択する自由への欲求が高まった。個性化や多様化を受けいれる基盤がすでにあって、 「個性の尊重っ
てだいじだ」と思える状況になっていた。だから、教育を個性に合わせて多様化して「創造的人材」を育てるということがうたわれると、 「たしかにそうだ」と認識できたのです。
社会が求めているのは、 「協調性があって従順で、 集
団への帰属感や、 忠誠心の強い人間」ではなくて、 「自ら問題を発見し、解決方法を考察でき 人間」 、つきあうにはすこしやっかいだけれど「個性的で自立心が強い人間」ということになります。そう う人材を育てるには、従来の教育では不充分 という認識が臨教審の考え方の背景にはあった できます。
もう一つ、 臨教審のこういう主張の背景には、 「教育








績の生徒を対象にしています。成績下位層は授業についていけず、 「落ちこぼれ」 が出る ある は、 「吹きこぼし」 といって、授業がつまらないと思う成績上位層がでてくる。当時の教育現場では、上位層と下位層の双方から不満があがっていたのは事実で
そこでうちだされたのが、教育自由化論です。当時















































































































なく、 一般的な商品を売り買いする きのように 消費者の要求を意識して、消費者が求めているものを提供するわけ す。だからとうぜん、 「教育は商品とおなじなのか」 、 「サービスなのか」という批判的な議論がわきおこるのですが、教育自由化論者たちは、 「教育もサービス」だと考え ます。 育の自由化を促進し、消費者の要求を念頭にお ながら、 ろんな サービスを提供して、親や子どもたちに選択させ うことですね。それは教育を市場にゆだねるこ なりますから、選ばれ いものは消え、選ばれるも がさらに多く提供 れ 。それをおして市場主義的な教育改革がすすみ 結果的に の質的向上につながるということを思い描いていました。
となると、まず規制緩和しておかないと多様なサービスは提
供できないですよね。それで たとえば公立の小中学校の選択の自由を認めるという学校選択制がうちだされ す。公立の小中学校には学区制がありますから、住んでいる地域によって通学できる学校が自動的に決まっていますが、学校がそれぞれに特徴のある教育方針をうちだして、子どもや親に選んでもらうという が学校選択制です。そうすることで、選ばれない学校は選ばれるように努力し、選ばれる はます よくなり、教育の質が高まると考えられていました
このように、現実の教育が抱える問題を改善するために、個
性というキーワードをつかって教育改革しよ としたことがわかります。教育にかんする消費者の選択肢を増やすために個性化、多様化をすすめようという が教育自由化論者た の主張でした。もちろん提案がすべて実施され いくわけ は いのですが、こういう議論がはじめて本格的に表 出てきたという意味では大きな出来ごとだったと思いますし、九十年代以降の教育改革の方向性を提示したものだったと思います。教育はサービスか？
ところで、このような新しい考え方が登場してきたことに





















とは考え方が違いますが でも教育自由化論に対して 、両者はともに公教育の擁護、平等主義という点において共通する側面があるわけです。もちろん、両者が求めて る公教育や平等主義のありようは異なりますが。その結果、自由対平等という対立軸が顕在化することになり 。自由と平等は、おなじような志向性をもつものだと思って るかもしれ けれども、教育において自由を追求すれば、個性化・多様化したも のなかから、個々人が自由に選択する いうことが起こり、追求すれば、 だれか 自由が抑制されることもあります。自由平等という問題がしだいに認識されていきました。
この問題は現在も存在しています。現代の教育を考えるうえ
で二六年も前の臨 審の答申 重要 なるのは、こ う対立の枠組みが、この時期に生まれた らです。しかも、現在の教育改革のいくつかは、この枠組みのなか すんで るので「個性」 とはなにか、自分のことばで語ってみよう
先週の講義の終わりに、 「○○ができないのも個性だ」という

























将来は教育にかかわりたくて受講しました。 「個性」 ひとつとっても、教育という観点、 人の観点では見方がちがいます。新しい考え方に気づくのが楽しいです。
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からです。みなさんの考えをプリントにまとめましたが、これを読むかぎり、個性というのはやっぱり魅力的な言葉であるようですね。いくつかご紹介しましょう。「個性」と言われてホッとするところは、やっぱりあるんですよね。 「個性を重視する」と言われると表立って反論しにくいし、画一性や形式的平等よりはよい 思ったり ます たしかに個性ということばには、 「できなくても優劣はない」というかたちで、多元的な価値観が含まれてい と思います。でも、 「○○ができないのも個性だ」と言われると、 「ちょ と待って 言いたくなるところがあって、 それは「個性は自明のもの」なのかという問いとつながっています。そもそも個性というものは生まれつきのものなのか、あるい
は、育っていく環境のなかで ろんな人たちと接し がら社会的な要因によって形成される のなのか 生ま つきだと断言したら、話はすごく単純 す。 「生まれつき決 っ るんだったら、それでいい」 ことに るんですが 成長の過程で形成されていくとすれば、個性は不確か のといえますよね。 「個性に応じた教育」と言われると「ふむふむ」と納得 るところもあるけ ども、 その個性自体があやふや だ れば その教育はどういうか ちで成立し るのか う新し 問いが出てくる。
あるいは、 「個性の尊重」には冷却論が潜んでいるのではない
かという問い 立ちあがります。以前に話 ましたが、 「冷却」とは「ほどほどでいいよ」 、 「 んな無理しな ていいよ」 り、その逆に「加熱」とは「がんばれ、がんばれ」と ことです。これにかかわる意見もたくさん りま こ を読むとみさん、がんばって京大にきたんだなと思います。
いずれの意見にも、 「個性を伸ばす」教育は、 「苦手な のか
ら降りる」 とを助長す ことになりかねな と う危惧が存在するようです。労働市場に組み込ま ている学校教育
近代社会において学校教育は、人材の育成という役割を否応
なしに担っています。かつてのように、家業を継ぐという選択をする人が多かったころは、学校教育の成績にそんなに神経質になら くてもよかった。し し現在はなかなかそういうわけにいかないよう 思います。それは現実問題として、学校が労働市場 組みこまれてしま ている らです。
どこの学校に行って、なにを学んだのかによって、その後の生
活条件の差異が生まれ 可能性がある 「好きなことをするのがいちばん」だと う考え方もあるけれど、早々に学校教育から撤退することが、その後の人生のマイナス要因になる可能性もある。断言はできないけれど、 「嫌なことはやめておこう」という発想で選択をして、一〇年後 二〇年後に「し った」と思うかもしれない。 「あなたが れを選んだ だから自己責任だ」と臨教審は言っていますが、そんなにすっきりと言えるで ょうか。 「個性の尊重」は麗 いことばで が そこに冷却論が潜んでいることは気にし おかない いけ ですね。「個性に対する評価の多義性」についての意見もあり、なかなかうまいところをついてい なと思 ました。 教育が労働市場組みこまれていることを大人は認識しているから、こう う対応をとるのですね。また、 「個性の尊重」を語る主体に着目した意見もありました。
だれが、どうい 文脈で、どうい 立場 語るのかで 個性 尊重の社会的意味はずいぶん ちが 。そう う意味でも 「個性の尊重はすばらしい」とは、手ばなしで言いきれ ではないでしょうか。
きょうは個性重視、 個性尊重ということばに注目しながら、 教






































将来は教育にかかわりたくて受講しました。 「個性」 ひとつとっても、教育という観点、 人の観点では見方がちがいます。新しい考え方に気づくのが楽しいです。
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＊「2x by 2020」(Double by Twenty-Twenty)とは、研究・
教育・国際貢献に関する国際化の指標となる数値を2020年
までに2倍にするという新たな国際戦略のスローガンです。
医学部附属病院に 
「キャンサーバイオバンク」を設置
医学部附属病院は2013年9月、がんセンター
に「キャンサーバイオバンク」を開設し、稼働を
始めました。
キャンサーバイオバンクは、がん治療を受け
る患者さんの臨床情報と患者さんから提供され
た生体試料（例：血液や尿、体の組織など）に
含まれるさまざまな生物学的情報を収集・保管
し、多様な研究に活用することで、これらをもと
に個 の々症例にあった「より効果的」かつ「より副
作用がない」治療法の開発をめざしています。ま
た、創薬や予防、早期発見などの未来医療のた
めの情報蓄積を推進します。とくに、当院キャン
サーバイオバンクでは、経時的に臨床情報と生
体試料を収集するインフラが整備され、これは
国内外初の試みです。
患者さんから同意を得て生体試料の提供を受
けるさいには、生体試料および診療情報などの
個人情報が漏
ろう
洩
えい
しないよう匿名化処理したあと
にキャンサーバイオバンクに保管します。ストッ
クされたこれらの生体試料、診療情報などはさ
まざまな疾患の研究に活用されます。こうした研
究をつうじて、創薬、新しい診断法・検査法、疾
患マ カーー の開発など、医療上の成果が得られ
ることが期待されています。詳細は、ホー ムペー
ジ（http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/news_
data/h/h1/news7/2013/130909_1.htm）
をご覧ください。
『紅萠』読者アンケートに
ご協力ください
スマ トーフォン、タブレットPC、パソコ
ンで下記のQRコ ドーを読み取り（もしくは
URLを入力し）、専用フォームにアクセスす
るか、本誌裏表紙の奥付に記載している発行
所宛に、郵送、FAXまたはメー ルで、下記項
目について記入してお送りください。ご協力
いただいた方の中から、抽選で30名様に「総
長カレー」をプレゼントします。プレゼント
の締め切りは2014年9月10日（水）です。当
選者の発表は発送をもってかえさせていた
だきます。
問1　本誌の入手場所
問2　関心を持った記事
問3　ご意見・ご感想
問4　年齢・職業（学年）
プレゼントに応募の場合
問5　氏名・住所
URL　http://www.pr.kyoto-u.ac.jp/ja/
　　　issue/kurenai/enquete
京都大学同窓会だより
台湾 
京都大学同窓会
台湾大学において開
催された「京都大学－台
湾大学シンポジウム」に参加するために松本紘
総長が台湾を訪問した機会にあわせて、2013
年12月18日（水）に台湾台北市内において、京
都大学に留学等の経験をもつ卒業（修了）生な
どにより組織される台湾京都大学同窓会が開
催されました。同窓会からは、李登輝名誉会長、
許敏恵会長はじめ35名、京都大学からは、松
本総長および同シンポジウムに参加した小寺
秀俊、吉川潔両理事・副学長はじめ50名の出
席があり、盛会となりました。
第8回京都大学 
ホームカミングデイ
2013年11月2日（土）に「情熱と信念（Passion 
and Conviction）」をテーマとし、第8回京都
大学ホームカミングデイを開催しました。当日
は、公益財団法人稲盛財団の稲盛和夫理事長
の講演会や重要文化財に指定されている「清風
荘」の見学など、多彩なイベントを実施しまし
た。次回の第9回は2014年11月1日（土）に開
催します。
懇談会のようす
講演を終えた稲盛理事長を松本
総長が迎える
਎প୰੹ऋ॒७থॱشय़কথ१شংॖड़ংথॡ
਎੃প৾୰੹
ঢ়৴୰੹
ঢ়৴୰੹
൧௜ੲਾ
ে৬૥મੲਾ
ৈષସऩୢ௜भৰᄷध૥મभ઀୹
ੰෲ
ॹشॱঋش५ଡണ
ଁ়଻શ৲ୢ௜৾৔ଢ଼஢৖୅౎ଢ଼஢ਃঢ়؞ଲఇভ঺ऩन
൉ఇ؞ংॖड़ঐشढ़ش৫৅
੘௜पൣअ৽ৎ৓ऩ
追憶 の京大逍遥◉
 遊んで・恋して・挫折して、楽しかった京大時代
松本
 修
朝日放送 「探偵！ナイトスクープ」 プロデューサー
→４回生の秋、友人の
婚約パーティで。前列
左端がなんと私で、友
人の婚約相手の女性
に頼まれて女装して
いる。友人たちはのち
に出世して、会社や役
所のお偉方や国会議
員になった
↓2回生、19歳の私。左京区岡崎の真如堂前
町の下宿の部屋で。ザ・フォーク・クルセダー
ズのLPレコ ドーや今西錦司の本などが見える
⦿まつもと・おさむ
1949年に滋賀県に生まれる。1972年
に京都大学法学部を卒業し、朝日放
送に入社。一貫してテレビ娯楽番組
の制作に携わり「霊感ヤマカン第六
感」、「ラブアタック！」、「わいわいサ
タデー」、「大改造!!劇的ビフォー アフ
ター 」などを手がける。1988年に立ち
上げた「探偵！ナイトスクー プ」は平
均視聴率20％を超える人気長寿番
組となる。近著に『どんくさいおかんが
キレるみたいな。』（新潮文庫）などがあ
る。1991年、「探偵！ナイトスクー プ」
の「全国アホ・バカ分布図の完成」編
で、日本民間放送連盟賞テレビ娯楽
部門最優秀賞、ギャラクシー 賞選奨、
ATP賞グランプリを受賞。2010年か
ら大阪芸術大学教授を兼務。
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将来のプランなんてナシ！
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完全な自由がや っ てきた
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「ラブアタ ック！」 は青春の記念碑
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